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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月3日(2015.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成されて排紙されるシートに対して綴じ処理を実行するシート処理装置であって
、
　ユーザによる数値の入力を受け付け、当該受け付けた数値を前記綴じ処理を実行可能な
シートの上限枚数として設定する設定手段と、
　前記設定手段がユーザによる数値の入力を受け付ける場合に、前記綴じ処理を実行可能
なシートの上限枚数として設定できる数値の上限値及び下限値を表示する表示手段と、
を有し、
　前記設定手段は、前記上限値及び前記下限値の範囲内で前記綴じ処理を実行可能なシー
トの上限枚数を設定することを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、綴じ処理の種類ごとに各々の綴じ処理を実行可能なシートの上限枚数
を設定することを特徴とする請求項１に記載のシート処理装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、綴じ処理の種類ごと、且つ、シートの種類ごとに、綴じ処理を実行可
能なシートの上限枚数を設定することを特徴とする請求項１に記載のシート処理装置。
【請求項４】
　前記綴じ処理の種類は、折り処理とともに実行される第１の種類の綴じ処理と、折り処
理を伴わずに実行される第２の種類の綴じ処理を少なくとも含むことを特徴とする請求項
２または３に記載のシート処理装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、シートの種類ごとに前記綴じ処理を実行可能なシートの上限枚数を設
定することを特徴とする請求項１に記載のシート処理装置。
【請求項６】
　綴じ処理が指定されたジョブを実行する前に、綴じるべきシートの枚数が当該指定され
た綴じ処理を実行可能なシートの上限枚数を超えるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段により綴じるべきシートの枚数が当該指定された綴じ処理を実行可能なシ
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ートの上限枚数を超えると判断された場合、当該綴じ処理が行えないことを通知する通知
手段と、
を更に備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項７】
　画像形成されて排紙されるシートに対して、複数種類の後処理の中から選択された少な
くとも１つの処理を実行するシート処理装置であって、
　後処理の種類ごとに数値の入力を受け付け、当該受け付けた数値を各種類の後処理を実
行可能なシートの上限枚数として設定する設定手段と、
　前記設定手段が、ユーザによる数値の入力を受け付ける場合に、各々の後処理を実行可
能なシートの上限枚数として設定できる数値の上限値及び下限値を表示する表示手段と、
を有し、
　前記設定手段は、前記上限値及び前記下限値の範囲内で、各種類の後処理を実行可能な
シートの上限枚数を設定することを特徴とするシート処理装置。
【請求項８】
　前記複数種類の後処理は、少なくともステイプル針を用いてシートを綴じる綴じ処理と
、シートを折る折り処理を含むことを特徴とする請求項７に記載のシート処理装置。
【請求項９】
　前記設定手段は、前記後処理の種類ごと、且つ、シートの種類ごとに、後処理を実行可
能なシートの上限枚数を設定することを特徴とする請求項７または８に記載のシート処理
装置。
【請求項１０】
　所定の後処理が指定されたジョブを実行する前に、後処理すべきシートの枚数が前記所
定の後処理を実行可能なシートの上限枚数を超えるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段により所定の後処理が指定されたジョブを実行する前に、後処理すべきシ
ートの枚数が前記所定の後処理を実行可能なシートの上限枚数を超えると判断された場合
に、前記所定の後処理が行えないことを通知する通知手段と、
を更に備えることを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１１】
　画像形成されて排紙されるシートに対して綴じ処理を実行するシート処理装置の制御方
法であって、
　ユーザによる数値の入力を受け付け、当該受け付けた数値を前記綴じ処理を実行可能な
シートの上限枚数として設定する設定工程と、
　前記設定工程でユーザによる数値の入力を受け付ける際に、前記綴じ処理を実行可能な
シートの上限枚数として設定できる数値の上限値及び下限値を表示部に表示する表示工程
と、を有し、
　前記設定工程では、前記上限値及び前記下限値の範囲内で前記綴じ処理を実行可能なシ
ートの上限枚数を設定することを特徴とするシート処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　画像形成されて排紙されるシートに対して、複数種類の後処理の中から選択された少な
くとも１つの後処理を実行するシート処理装置の制御方法であって、
　後処理の種類ごとに数値の入力を受け付け、当該受け付けた数値を各種類の後処理を実
行可能なシートの上限枚数として設定する設定工程と、
　前記設定工程で、ユーザによる数値の入力を受け付ける際に、各々の後処理を実行可能
なシートの上限枚数として設定できる数値の上限値及び下限値を表示部に表示する表示工
程と、を有し、
　前記設定工程では、前記上限値及び前記下限値の範囲内で、各々の後処理を実行可能な
シートの上限枚数を設定することを特徴とするシート処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　請求項１１または１２に記載のシート処理装置の制御方法をコンピュータに実行させる
ことを特徴とするプログラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、ユーザが後
処理を実行可能なシートの上限枚数を設定する際に、上限枚数として設定できる範囲を容
易に判別できるようにする仕組みを提供することである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成する本発明のシート処理装置は、画像形成されて排紙されるシートに対
して綴じ処理を実行するシート処理装置であって、ユーザによる数値の入力を受け付け、
当該受け付けた数値を前記綴じ処理を実行可能なシートの上限枚数として設定する設定手
段と、前記設定手段がユーザによる数値の入力を受け付ける場合に、前記綴じ処理を実行
可能なシートの上限枚数として設定できる数値の上限値及び下限値を表示する表示手段と
、を有し、前記設定手段は、前記上限値及び前記下限値の範囲内で前記綴じ処理を実行可
能なシートの上限枚数を設定すること特徴とする。
　また、本発明のシート処理装置は、画像形成されて排紙されるシートに対して、複数種
類の後処理の中から選択された少なくとも１つの処理を実行するシート処理装置であって
、後処理の種類ごとに数値の入力を受け付け、当該受け付けた数値を各種類の後処理を実
行可能なシートの上限枚数として設定する設定手段と、前記設定手段が、ユーザによる数
値の入力を受け付ける場合に、各々の後処理を実行可能なシートの上限枚数として設定で
きる数値の上限値及び下限値を表示する表示手段と、を有し、前記設定手段は、前記上限
値及び前記下限値の範囲内で、各種類の後処理を実行可能なシートの上限枚数を設定する
ことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、ユーザが後処理を実行可能なシートの上限枚数を設定する際に、上限
枚数として設定できる範囲を容易に判別できるようになる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　一方、Ｓ５０５で１束分のシートの印刷が完了し、内部トレイ３０３に溜め置かれたと
プリント処理部２０７０が判断した場合、Ｓ５０３で、取得した上限枚数と排紙枚数との
比較を行い、排紙枚数が上限枚数以下であるかどうかを判断する（Ｓ５０６）。なお、こ
こでいう排紙枚数とは、内部トレイ３０３に排紙された排紙枚数のことをいう。この排紙
枚数は、内部トレイ３０３にシートを排紙する排紙口に設けられたセンサによってカウン
トされる。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　ユーザにより印刷指定時に厚紙が選択されていれば、図７より厚紙の坪量は普通紙の坪
量より高く、フィニッシング上限枚数が普通紙に適した上限枚数より多く設定されている
のでＮＧとジョブコントロール処理部２０１０が判断し、Ｓ８１０へ進む。逆に、フィニ
ッシング処理が正しくできるとジョブコントロール処理部２０１０が判断した場合は、Ｓ
８０４に進む。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　Ｓ８０６で、排紙枚数が上限枚数以下であるとプリント処理部２０７０が判断した場合
、プリント処理部２０７０は、フィニッシャ１１９に、後処理を実行させる（Ｓ８０７）
。そして、Ｓ８０８で、プリント処理部２０７は、後処理が実行された印刷物をスタック
トレイ３０２に排紙させる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　一方、排紙枚数が上限枚数より大きいと判断した場合、プリント処理部２０７０は、Ｓ
８０８で、内部トレイ３０３に溜め置かれたシートにステイプル処理を実行せずにシート
をスタックトレイ３０２に排紙させる（Ｓ８０８）。
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